
（別紙３）

～ 2024年12月13日

（対象者数） 15 （回答者数）
13

～ 2024年12月13日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・情報共有の抜け漏れを防ぐため、支援前の打ち合わせで共

有しておきたい事項をカテゴリ分けし、確認事項をまとめた

テンプレートを作成する。

2

・避難訓練は、どのこども・職員の組み合わせでも対応でき

るように、その年度にいつ誰が参加したのかを一覧にしてま

とめておく。

3

・玩具はこどもの片づけの負担にならない量に調節して生活

空間に配置しているが、遊びの幅を狭めないために、一時保

管している物も含めて写真等でリスト化し、その場にないも

のでも要求できる環境設定を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者が参観できる日を設けられるか事業所で検討する。

2

・家族の対応力向上のため、通信やSNSを通じて情報発信を

行う。

・テレビ電話装置その他の情報通信機器を活用しての、家族

に対する支援プログラムの拡充を検討する。

○事業所名 児童デイサービスコンブリオ

○保護者評価実施期間
2024年12月2日

○保護者評価有効回答数

2024年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者間での交流機会が少ない。 ・保護者も来所できるプログラムを実施していない。

・保護者が事業所に出向きやすい土日や平日夜に開所していな

い。

家族に対しての支援プログラムが少ない。 ・家族が事業所に出向きやすい土日や平日夜に開所していな

い。

・前例が少ないため、新しい取り組みをスタートさせるのにコ

ストがかかる。

支援に直接関わる職員が、こどもの最善の利益を考慮した検討

を行っている。

・支援前に打ち合わせを行い、こどもの最新情報を共有できる

環境を整えている。

・放課後等デイサービス計画は、支援に直接関わる職員から意

見を募り、複数人で検討したうえで作成している。また、計画

に則した支援を行うために、こども毎の個別ファイルに綴じ、

すぐに見られる場所に置いてある。

・隔週でミーティングを行い、支援方針や注意事項を共有して

いる。

こどもの安全を守るために対策を施している。 ・非常時対策として、月1回以上避難訓練を行っている。避難

訓練はどのこどもと職員の組み合わせでも対応できるように、

実施曜日を分散させている。

・服薬や発作、アレルギーなど、こどもの状況の変化を把握で

きるように、連絡帳や送迎時の引継ぎなどの日々の情報共有も

行いつつ、半年に一回はこどもの状況を把握する目的でのアン

ケートを配布している。

・事故や怪我、見失いなどに適切に対応できるように、社内研

修を実施している。

・感染症委員会や虐待防止委員会での定期的な研修や会議を

行っている。

・隔週のミーティングでヒヤリハット・インシデントを共有

し、改善点を話し合っている。

こどもが過ごすのに適した環境づくりを行っている。 ・支援後は毎回清掃、アルコール消毒を行っている。

・次亜塩素酸ナトリウムにて、日々のモップ掛け、週に一回の

食具清掃、月に1回の玩具・教材消毒を行っている。

・棚や箱に玩具の写真を貼る視覚支援を行い、自発的に片付け

やすい環境設定を提供している。

・長期休みは外出プログラムを組み、遠方への外出機会を提供

している。

事業所における自己評価総括表公表



3

・地域との交流機会の情報をキャッチアップし、情報提供を

行う。

・地域に開かれた支援を行うために、公園やスーパーに出向

くなどの外出機会を増やす。

関係機関や地域との交流機会が少ない。 ・地域との交流機会の情報をキャッチアップできていない。


